
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松下 幸之助  の言葉  

（1894年 11月 27日～1989年 4月 27日）   
 

パナソニック（旧社名 松下電器産業・松下電器製作所・松下電気器

具製作所）を一代で築き上げた日本屈指の経営者。幼少期、父親が

破産したため９歳で丁稚奉公（でっちぼうこう）に出され、その後、大阪

に導入された路面電車を見て感動し、電気に関わる仕事を志し、当

時の大阪電燈（現 関西電力）に入社する。在職中に簡単に取り外し

が可能な電球ソケットを考案し、その後、退職。同ソケットの製造販売

に着手し事業を拡大していった。１００年間仮設状態になっていた浅

草寺の大提灯と雷門は彼の寄付で再建されたというエピソードも。 


